






鄭　世珍は　「Synthesis of Conformationally Constrained Lysophosphatidylserine 






明されつつある。2006 年 Sugo らにより lysoPS の受容体として GPR34 が報告されている。






























側鎖	 (B)を有するアナローグが他の長鎖脂肪酸	 (A)	 及び	 (C)	 を持つアナローグより
P2Y10 の活性化において効果的なことが分った。そして環の中に二重結合を導入すること







鄭　世珍 は配座を固定した環構造 lysoPS アナローグが	 GPR34 と P2Y10 に対してよ
り効果的なことを示し、パンアゴニストである内在性リゾホスファチジルセリンの２つの
受容体（GPR34 および P2Y10）の活性化構造を推定することに成功した。 
 
	 以上の業績は、薬学分野におけるメディシナル化学の基礎化学の進歩に有意に貢献する
ものであり、また構造有機化学の進展にも寄与するものであり、薬学（博士）の授与に値
するものと考えられる。 
